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城西大学薬学部　白瀧 義明（SHIRATAKI Yoshiaki）
野山の花　— 身近な山野草の食効・薬効 —







です。茎は無毛で直立し高さ 15 〜 50cm にな
り，葉は互生，有柄，無毛，心臓形をしていて
長さ 4 〜 8cm。茎葉ともに緑色ですが，暗紫色
を帯びることもあります。“ ドクダミ ” という名
は特異臭がするので「毒を溜めている」ことに
よるという説，「毒下しの妙薬」を縮めたという













　 特 異 臭 の 本 体 は decanoylacetaldehyde（ デ カ ノ イ ル ア セ ト ア ル デ ヒ ド ）, 
laurylaldehyde（ラウリルアルデヒド）などの精油成分で，強い抗菌作用がありま
す。この臭いは乾燥すると揮散し無くなります。また，葉にはフラボノール配糖体
の quercitrin（クエルシトリン）, 花には isoquercitrin （イソクエルシトリン）を含



















いのですが，同科のハンゲショウ Saururus chinensis の花序を見れば，納得できますね。また，ド
クダミの英語名は fish mint といい，魚の生臭さを想像させます。
写真４　ハンゲショウ写真３　ヤエドクダミ
図 1　成分の構造式
